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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

いじめ・不登校対策推進事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

道徳性・社会性の向上01

実施
計画21-0101

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

　小中学校児童生徒
　保護者
　教員

・いじめ問題専門委員会（金城学院大学教授、弁護士、瀬戸旭医師会医師、臨床
心理士、市社会福祉協議会）を設置し、いじめ問題に関わる調査研究や対策協
議、いじめ重大事態が発生した場合の調査を行う。
・いじめ問題対策連絡協議会（小中学校、県中央児童・障害者相談センター、名
古屋法務局、守山警察署、児童生徒の保護者、少年センター、子育て相談課、市
教育委員会）を設置し、関係機関が連携・協力する。
・いじめ・不登校対策委員会(教職員、教育研究室、適応指導教室、子育て相談
課、少年センターで構成)を設置し、いじめ・不登校の実態把握及び指導支援事業
を展開する。
・いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など生徒指導上の課題に対応するため、
教育分野に関する知識に加えて、社会福祉等の専門的な知識をもつスクールソー
シャルワーカーを各中学校区に１名配置し、児童生徒の置かれた様々な環境に働
き掛けて支援をする。
・いじめ不登校対策及び発達障がい等の諸問題に対応するため、心のアドバイ
ザーを教育研究室に配置し、相談業務を実施する。
・小中学校における不登校の未然防止・早期対応策として、児童生徒が悩み等を
気軽に話せる心の教室相談員を各小中学校に１人配置する。
※県派遣のスクールカウンセラーが各中学校に１人配置されている。

小中学生が悩みを話せる場所が設置さ
れ、心にゆとりが持てるようになってい
る。いじめ・不登校の児童生徒及び保護
者に対する教員のカウンセリング能力が
向上し、指導助言により児童生徒が健全
に育成されている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

800 1,600 800 1,845

14,161 15,668 19,992 17,925

財源内訳
千円

14,961

県スクールカウンセラーによる相談開設総時間

市スクールソーシャルワーカーによる相談総日数

「心の教室相談員」への相談件数・来客者数

いじめ不登校対策事業の延べ参加人数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

時間

日

件

人

1,354 1,218 1,200 1,197

226.5 283.5 290 275.5

19,224

586

21,349 21,400 21,440

595 600 601

17,268 20,792 19,770

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）
成果指標Cについては、91件増加した。成果指標Dについては、6人増加した。
（原因）
成果指標Cについては、心の教室相談員による気軽に相談できる雰囲気作りが児
童生徒に合い、小さな悩みでも相談するようになったため増加した。
成果指標Dについては、教職員数が増加したため参加人数も増加した。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

適応指導教室（つくしんぼ学級）運営事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

道徳性・社会性の向上01

実施
計画21-0102

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

不登校傾向の小中学児童生徒(１か月に
７日以上休む児童生徒) ・心理的・情緒的な理由による不登校傾向の児童生徒を対象に適応指導教室(平日

9：00～15：00、指導員３名)を運営し受け入れる。（場所：中央公民館１階）
    ①教育相談、適応相談
    ②適応指導、訪問指導
    ③調査研究、啓発活動
　　※情操教育やレクリエーション（遠足等）なども実施
・適応指導教室の相談援助活動の一環として、保護者の派遣申請を受けて、校長
が派遣申請をした不登校傾向の児童生徒に対し、相談員としてメンタルフレンド(
予め市に登録された大学生等）を家庭に派遣する。

・児童生徒を集団生活への適応を促すた
め、学校への復帰を支援する体制が整っ
ている。
・児童生徒の社会的立ち直りを側面的に
支援している。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 210 372 721 566

財源内訳
千円

210

通室児童生徒数

メンタルフレンド登録者数

不登校傾向の児童生徒のうち適応指導教室に通っている
児童生徒割合

メンタルフレンド派遣回数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

人

人

％

回

10 13 13 35

4 6 8 8

7.0

49

7.5 8.0 15.1

84 120 119

372 721 566

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】 （状況）
成果指標Cについては、7.6ポイント上昇。成果指標Dについては、35回増加した
。
（原因）
成果指標Cについては、不登校傾向の児童生徒が増加しているなかで、適応指導
教室へ通室しやすい雰囲気づくりを行ったことにより、通室生（特に小学生）が
増加したためである。成果指標Dについては、メンタルフレンドの登録者の増加
及び1人当たりの活動回数の増加によるものである。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校体育・部活動推進事業(小学校）

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0201

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

児童

小学校の部活動における技術的指導補助を行う外部講師を派遣する。

児童がより部活動に興味を持って取り組
み、部活動が活発化している。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 628 600 2,520 1,480

財源内訳
千円

628

外部講師派遣時間数

部活動参加児童数の割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

時間

％

155.5 121.5 1,200 739.75

49.4 47.6 50 48.0

600 2,520 1,480

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
成果指標Cについて、0.4ポイント向上した。
（原因）
児童数は減少しているが、部活動参加児童が増加したため。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 見直し

●部活動の地域移行に向け準備します。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

尾張旭市小中学校部活動地域移行検討委員会で検討を行った。

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校体育・部活動推進事業(中学校）

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0202

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

中学生
教職員

・中学校の部活動を指導する部活動指導員（会計年度任用職員）を派遣する。（H
30～）
・中学校の部活動を対象として、必要に応じて技術指導補助を行う外部講師を派
遣する。
・部活動の支援として、大会参加費、自動車借上料等を支給する。

生徒がより部活動に興味をもって取り組
み、部活動が活発化している。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 2,094 3,973 5,444 5,236

財源内訳
千円

2,094

部活動指導員及び外部講師派遣時間数

部活動への支援額

部活動参加生徒数の割合

各種大会参加への費用支援率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

時間

千円

％

％

2,146 2,751.5 4,180 3,844.5

2,094 3,973 5,444 5,236

80.0

100

75.6 80 87.6

100 100 100

3,973 5,444 5,236

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）
成果指標Cについては、12.0ポイント向上。成果指標Dについては、100％である
。
（原因）
成果指標Cについては、コロナ対策を講じた部活動が定着し、部活動参加生徒が
増加したため。成果指標Dについては、各種大会参加への費用支援をしている。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

●部活動の地域移行に向け準備します。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

尾張旭市小中学校部活動地域移行検討委員会で検討を行った。

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

児童健康安全管理事業(小学校）

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0203

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

小学生

各小学校に校医を指定し、健康事業に取り組む。
校医は内科医、耳鼻科医、歯科医、眼科医、薬剤師とする。
学校保健安全法第１３条に基づき、結核（必要者のみ）、検尿（全学年）、心電
図検査（小１、４）を行う。
学校の管理下における、負傷・障害・死亡等につき、保護者等に対し、災害共済
給付を行う。
児童の健康の保持増進に関する調査研究を行い、児童の健全な発達に役立てる。小学生が健康で学校生活を送ることがで

きている。
小学生の負傷等の傾向を調査し、負傷す
る児童の数を少なくして、児童の健康の
保持増進となる。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 40,341 40,669 41,412 40,649

財源内訳
千円

40,341

検査参加人数

受診率

医療機関受診率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

人

％

％

4,803 4,715 4,686 4,686

100

57.5

100 100 100

60.6 60 55.3

40,669 41,412 40,649

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）
成果指標Cについては、100％である。成果指標Dについては、5.3ポイント低下し
た。
（原因）
成果指標Cについては、学校保健安全法で規定する児童生徒の健康診断が実施で
きている。成果指標Dについては、医療機関への受診に対する児童・保護者の意
識が低下したものと思われる。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

低下

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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政策

施策

基本事業

事務事業
コード

生徒健康安全管理事業(中学校）

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0204

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

中学生

各中学校に校医を指定し、健康事業に取り組む。
校医は内科医、耳鼻科医、歯科医、眼科医、薬剤師とする。
学校保健安全法第１３条に基づき、結核（必要者のみ）、検尿（全学年）、心電
図（中１）、貧血（全員）を行う。
学校の管理下における、負傷・障害・死亡等につき、保護者等に対し、災害共済
給付を行う。
生徒の健康の保持増進に関する調査研究を行い、生徒の健全な発達に役立てる。中学生が健康で学校生活を送ることがで

きている。
中学生の負傷等の傾向を調査し、負傷す
る生徒の数を少なくして、生徒の健康の
保持増進となる。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 17,011 18,252 18,752 18,054

財源内訳
千円

17,011

検査参加人数

受診率

医療機関受診率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

人

％

％

2,390 2,377 2,351 2,351

100

28.5

100 100 100

27.4 28 30.3

18,252 18,752 18,054

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）
成果指標Cについては、100％である。成果指標Dについては、2.9ポイント向上し
た。
（原因）
成果指標Cについては、学校保健安全法で規定する児童生徒の健康診断を実施し
ている。成果指標Dについては、医療機関への受診に対する生徒・保護者の意識
が向上したものと思われる。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[266]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校体育支援事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0205

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

児童生徒

・市教委及び愛知県中小学校体育連盟尾張旭支所（通称「尾張旭市中小学校体育
連盟」）が主催で行う小学校球技大会の入賞者に対してメダルを授与する。
・小中学校の体育事業の運営を愛知県中小学校体育連盟尾張旭支所に委託する。
　事業内容：球技大会の運営、中学校の部活動振興、中小学校体育連盟の振興等
・愛知県中小学校体育連盟に負担金を支払う。
・瀬戸市中小学校体育連盟と共催で中学校総合体育大会瀬戸・旭地区大会を実施
し、その経費分担金を支払う。

児童生徒の体力が向上している。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 632 1,149 1,308 1,173

財源内訳
千円

632

愛知県中小学校体育連盟尾張旭支所への委託事業メ
ニュー数

愛知県中小学校体育連盟会費等負担金

小学５年～中学３年で実施する体力テストで「体力章」
を授与した児童生徒数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

数

千円

人

3 3 3 3

132 614 673 673

－ 434 450 477

1,149 1,308 1,173

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
成果指標Cについては、43人増加した。
（原因）
感染症対策を講じた活動が浸透し児童生徒の運動機会が増えたため増加した。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[236]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

児童生徒健康安全管理事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

健康教育の推進02

実施
計画21-0206

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

小中学生
・就学時健康診断を実施する。
・小学校２・４年生と中学校１年生を対象に年１回知能検査を実施する。
・尾張旭市の小学校及び中学校における学校保健の研究、調査並びに普及充実を
図るため、市学校保健会に学校保健事業を委託する。
・学校保健診療結果通知負担金
　瀬戸旭医師会　1,000,000円（Ｈ30に増額）
　尾張旭市歯科医師会　500,000円（Ｈ30に増額）
・通学路安全管理

児童生徒が健康で学校生活を送ることが
できている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 4,143

80 418
3,214 5,270 5,204

財源内訳
千円

4,143

学校保健会委託事業数

学校保健会委託料

学校保健会表彰者数

よい歯の表彰者数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

事業

千円

人

人

4 4 4 4

459 466 650 650

15

709

14 14 13

734 700 739

3,214 5,350 5,622

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）
成果指標Cについては、1人減少した。成果指標Dについては、5人増加した。
（原因）
成果指標Cについては、学校からの表彰推薦者が少なくなったため。成果指標Dに
ついては、日頃から丁寧な歯みがきを行い、審査対象学年である小学校6年生及
び中学校3年生のう歯がないことなどの審査基準を満たした児童生徒が増加した
ためである。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

●通学路管理のデジタル化を検討します。

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 ○

通学路管理情報のデジタル化を行った。

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[1190]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校給食センター運営事業

教育委員会事務局
 学校給食センター

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

学校教育における食育の推進03

実施
計画21-0301

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

・市内小中学校児童生徒
・学校給食センター
・市民（食育関連）

○安全で安心な学校給食を提供する。
・平成２２年９月、学校給食センター稼働とともに調理業務等を民間委託開始（
委託契約は８月から）
・平成３０年８月１日から、公募型プロポーザルにより第３期の契約を締結
・民間企業の専門的な知識、技術を活用し、業務の効率化と経費の削減
　市の役割：献立の作成、食材の購入、調理の指示及び確認
　委託業者の役割：食材の管理、調理、配送、回収
・一般給食のほか、アレルギー対応給食を提供
　対象アレルゲン：卵、乳
　提供方法：除去食及び代替食の提供
○食育を推進する。
・市民対象の講演会や給食試食会を開催
・委託業者と連携し、親子料理教室や給食センター探検学習等の食育事業を実施
・市内小中学校の児童生徒に人気のある定番メニューのレシピをホームページや
ウェブサイトを使用して発信

「学校給食センター事業」から名称変更（令和４年度から） 

・安全でおいしい給食を食べ健やかに成
長している。
・市及び委託業者により適正に運営され
ている。
・健全な食生活を実践している。（食育
関連）

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

310,604
157,761

326,186 358,575
147,111 132,203 496,003

財源内訳
千円

468,365

調理した食数（年間給食回数）

調理したアレルギー対応給食数（卵、乳）

残滓量

アレルギー給食の提供率

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

食

食

㎏

％

1,281,009 1,338,957 1,360,000 1,313,097

5,405 6,303 4,600 5,490

38,291

100

44,680 50,000 43,043

100 100 100

473,297 490,778 496,003

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】
（状況）成果指標Cについては、R3実績とR4実績を比較すると3.7%向上している
。

（原因）R3と比較して、R4の残滓量は減少しているものの、児童生徒数も減少し
ているため、残滓率としては横ばいである。
「数値未確定　事業費エその他　５月末確定」　

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[1222]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校給食センター維持管理事業

教育委員会事務局
 学校給食センター

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

学校教育における食育の推進03

実施
計画21-0302

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

学校給食センターの施設及び設置機器 ○安全で安心な学校給食を安定的に提供するため、施設や設備機器の監視点検及
び修繕を実施する。
平成２５年度から学校給食センター運営事業（21-0301）の施設維持管理部門とし
て事業の区分を行い、その経費を移行した。
＜主要事業内容＞
①　施設、機器等修繕…不具合の発生した施設及び設備機器の修繕を実施
②　空調設備保守点検委託…空調設備の保守点検、調整、清掃等を実施
③　給湯設備保守点検委託…給湯設備の保守点検、調整、監督官庁への報告等を
実施
④　昇降機保守点検委託…昇降機の保守点検、調整、監督官庁への報告等を実施
⑤　調理機器のオーバーホール、更新

調理業務等が支障なく行えるよう適切に
維持管理され、重大な事故等が発生せ
ず、安全性が保持できている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 68,584 80,143 78,397 99,382

財源内訳
千円

68,584

施設・設備・機器修繕件数

各種維持管理業務外部委託金額

機械設備の重大な不具合発生件数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

件

千円

件

38 39 35 46

11,874 12,114 16,073 11,920

0 0 0 0

80,143 78,397 99,382

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

適切な維持管理がされており、給食の提供ができなくなる機械設備の重大な不具
合は発生していない

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

維持・横ばい

なし

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[1386]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

学校給食費管理事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

学校教育における食育の推進03

実施
計画21-0303

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

市内小中学校児童生徒の保護者

・令和３年１２月から給食費管理システムを稼働させ、これまで教職員が徴収し
ていた給食費を市が直接徴収することに変更した。
・給食数の確定は、引き続き給食センター及び各学校において行う。
・徴収システムで給食費が徴収できなかった場合は、市と学校で協力して徴収す
る。

給食費が漏れなく徴収され、児童生徒が
安全でおいしい給食を食べて健やかに成
長している。
これまで給食費を徴収していた教職員の
負担が軽くなっている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 15,245 6,576 6,055

財源内訳
千円

児童生徒数

徴収すべき給食費

徴収システムの不具合件数

滞納者数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

人

千円

件

人

7,096 7,080 7,036

299,818 302,056 314,514

0 0 0

31 10 57

15,245 6,576 6,055

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）成果指標Cは0件で横ばい、成果指標Dは前年に比べ26件の増加である。
（原因）口座の残高不足による口振不能が毎月200件程度あり、対象者には納付
書を送付しているが、支払い忘れが一定数ある。毎月の電話催告、年数回の臨戸
徴収を実施しているほか、こども課と連携し、児童手当の窓口支給による納付勧
奨を実施している。引き続き改善に努める。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

低下

余地が中程度

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[285]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

中学生海外研修事業

教育委員会事務局
教育政策課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0902

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

尾張旭市立中学校３学年在校生

オーストラリアのヴィクトリア州ウィットルシー市へ中学生が９泊10日で訪問し、現
地の中学校に体験入学･ホームステイを行う。

・派遣団は、中学校３年生12人及び随行者２人
・応募者から、作文と面接による１次選考を行い、選考された生徒の中から抽選で参
加生徒を決定する。
・事前に保護者を含む説明会及び参加者の研修を実施する。
・出発日には激励の出発式を行う。
・帰国後に報告会を行うとともに報告書を作成する。
・費用負担：保護者５割　市費５割

○Ｈ５年度に事業開始、Ｈ11年度からウィットルシーセカンダリーカレッジを研修先
とした。
○Ｈ29年度は中学生海外研修第25回目となり、市長が研修に同行した。
○Ｒ元年度はＲ２年度の市制50周年記念事業の意見交換等のため、市長及び教育長が
研修に同行した。
○Ｒ２年度、Ｒ３年度は新型コロナウイルス感染拡大のため事業を中止した。 
〇Ｒ４年度も新型コロナウイルス感染拡大のため事業を中止し、代替事業として、西
中学校にてオンライン交流会を実施した。

・参加生徒がホームステイや現地校への
体験入学を通じ、外国の文化等に触れる
ことにより、幅広い視野と国際感覚が
育っている。
・参加生徒の体験報告により、他の生徒
も外国を身近なものとして興味をもって
いる。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 2,088 227

財源内訳
千円

生徒の研修日数

参加生徒数

ホームステイをして、よかったと思う生徒割合

対象生徒に占める応募生徒の割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

日

人

％

％

0 0 10 0

0 0 12 0

0

5.4

0 100 0

0 8 0

2,088 227

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
活動指標、成果指標とも実績なし
（原因）
新型コロナウイルス感染拡大のため事業を中止したため

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

遅延あり

低下

余地が大きい

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[286]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

就学児童・生徒調査事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0903

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

就学児童・生徒

バッチ処理により学齢簿の作成。
就学児童･生徒の通知書の作成。
児童･生徒に係る異動の把握と学齢簿の作成。

就学児童・生徒の確認及び異動を的確に
把握することにより、迅速に就学通知及
び学齢簿の作成等の就学事務ができてい
る。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 941 939 958 949

財源内訳
千円

941

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

939 958 949

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 評価対象外

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

未設定

未設定

未設定

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[288]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

小学校入学・卒業報償事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0904

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

小学校１年生、６年生

・小学校１年生に入学式の日に記念品として帽子、防犯ブザー、ランドセルカ
バーを贈呈する。
・小学校６年生に卒業式の日に記念品として英和辞典を贈呈する。

小学校への入学あるいは卒業をするとき
に、記念品を受け取ることにより、新小
学校生活の安全と、中学校での勉強の役
に立てている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 2,163 2,190 2,190 2,196

財源内訳
千円

2,163

入学式記念品の購入数

卒業式記念品の購入数

入学式記念品を受け取った児童の割合

卒業式記念品を受け取った児童の割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

個

個

％

％

740 778 750 739

841 814 810 809

100

100

100 100 100

100 100 100

2,190 2,190 2,196

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
成果指標C及びDについては、100％である。
（原因）
児童が入学記念品及び卒業記念品を適切に受け取ることができている。

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[289]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

中学校卒業報償事業

教育委員会事務局
学校教育課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0905

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

中学校３年生

中学校３年生に卒業式の日に記念品として、卒業証書ホルダーを贈呈する。

中学校を卒業することにより義務教育が
終了し、卒業式を終え、その節目になる
ものとして記念品を受け取ることにより
卒業の喜びを深め、新生活で活用してい
る。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 305 305 330 301

財源内訳
千円

305

記念品の購入数

記念品を受け取った生徒の割合

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

個

％

814 815 803 804

100 100 100 100

305 330 301

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）
成果指標Cについては、100％である。
（原因）
生徒が卒業記念品を適切に受け取ることができている。 

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

向上（最高状態維持含む）

余地が小さい・なし

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[294]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

派遣指導主事負担金

教育委員会事務局
教育政策課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0908

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

学校
教職員

指導主事派遣にかかる負担金を愛知県との協議により負担
市負担率　1人目：1/2、2人目：2/3、3人目以降：市全額負担※（令和元年度～）
　　　　　※市の直接雇用のため、98-0201人件費で計上

指導主事4人を教育委員会事務局学校教育課へ配置
・管理指導主事（1人）
・学校教育課指導主事（3人）
定例会での指導伝達（校長会、教頭会、教務主任者会、校務主任者会）
その他随時指導

「学校指導事務」から名称変更（令和4年度～） 学校運営が適正に行われている。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般 11,347 10,940 10,940 11,116

財源内訳
千円

11,347

派遣指導主事の人数

定例会開催回数（校長会、教頭会、教務主任者会、校務
主任者会）

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

人

回

3 3 4 4

37 29 36 26

10,940 10,940 11,116

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 簡易評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

順調

未設定

未設定

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 維持

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



[1391]

政策

施策

基本事業

事務事業
コード

フレンドシップ事業

教育委員会事務局
教育政策課

豊かな心・健やかな体を育む教育の推進

02

（施策の総合推進）09

実施
計画21-0999

対象（誰、何に対して事業を行うのか） 手段（事務事業の内容、やり方、手順）

意図

中学校の生徒 平成１１年度から中学生海外研修事業の受け入れ校として実績のあるオーストラ
リアビクトリア州「ウィットルシー・セカンダリー・カレッジ」の生徒、教職員
を尾張旭市に招待し、国際交流を深める。

・歓迎セレモニーや交流体験、中学校への体験入学などを通じて、外国文化と触
れ合う機会を設ける。
・中学校を通じて、ホームステイの受け入れ先を検討する。
・平成２２年度に市制４０周年記念事業として同事業を実施した実績がある。
・令和２年度に市制５０周年記念事業として同事業の実施を検討したが、新型コ
ロナウイルスの影響により、延期とした。（令和３年度・令和４年度についても
同様に延期）

・中学生による現地校との交流が図られ
ている。
・生徒に国際交流の機会が創出されてい
る。

指標名称

担当

単位 02年度実績 03年度実績 04年度当初 04年度実績

ア 国
イ 県
ウ 地方債
エ その他
オ 一般

財源内訳
千円

フレンドシップ事業実施回数

オーストラリアから招待者数（生徒、教職員）

教室等に参加した児童生徒数

事
業
目
的
と
概
要
（ 

　
年
度
分
）

0 1 0

0 14 0

0 2,400 0

総合
戦略

指
標
・
事
業
費

04
（対象をどのような状態にしたいのか）

01

豊かな心と知性を育むまちづくり

評価区分 通常評価

事業の位置づけ

事業の概要（目的、手段）

活動指標、成果指標、事業費の推移

活
動
指
標

成
果
指
標

事業費　計

【活動指標の状況】

（状況）事業休止中のため、成果はない。
（原因）新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、事業休止中（21-0902中学生
海外研修事業にて、オンライン交流などの代替事業を実施している。）

R04年度実績の評価

成
果
実
績
評
価 【成果向上余地】

【成果指標の状況】

遅延あり

低下

余地が大きい

R04年度実施取組方針の実績評価
R04年度実施取組方針 本部方向性 新規

実
施
取
組
方
針
実
績
評
価

R04年度実施取組方針の実績評価 実施状況 －

一般会計

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ


